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募集人員

研究科名 専攻名 課程 研究分野（ 専門領域） 等 募集人員※1

人文科学研究科 人文科学専攻 修士課程

・ 日本語学及び日本文学に関するも の

・ 英語学及び英米文学に関するも の

・ 日本史領域Ａ （ 活字版古文書・ 古記録解読）

・ 日本史領域Ｂ （ 写真版前近代文書解読）

・ 東洋史領域Ａ （ 漢文・ 現代中国語史料解読）

・ 東洋史領域Ｂ （ 英語史料解読）

・ 西洋史領域（ 英文文献解釈・ 専門用語解説）

1 0 名

教育学研究科 教育学専攻 修士課程

・【 幼児教育学コ ース・ 初等教育学コ ース共通】

　 教育学（ 教育基礎学）

・【 幼児教育学コ ース・ 初等教育学コ ース共通】

　 教育心理学

・【 幼児教育学コ ース】 保育内容

・【 初等教育学コ ース】 教科教育法

・【 養護教育学コ ース】 養護教育学

・【 特別支援教育学コ ース】 特別支援教育学

（ 2 名）

8 名※2

・【 教育臨床心理学コ ース】 心理学・ 臨床心理学 （ 6 名）

医療薬学研究科 疾病治療薬学専攻 博士課程

「 最適薬物療法学分野」

①臨床医薬品評価学， ②薬物療法解析学，

③薬剤疫学， ④臨床感染制御学，

⑤分子標的治療薬学， ⑥病態画像解析学，

⑦薬物作用解析学， ⑧臨床薬物動態学

4 名

「 病態解析診断薬物分野」

⑨疾病診断分析薬学， ⑩病因究明創薬学，

⑪生体薬物情報解析学， ⑫遺伝子診断薬学，

⑬環境予防薬学， ⑭遺伝子創薬学，

⑮疾病機構解析学

※1  募集人員は秋期入試・ 春期入試の合計

※2  出願及び合否判定は， コ ースごと に行う 。
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試験日程

秋 期 入 試

春 期 入 試

実施研究科 出 願 期 間 試　 験　 日 合 格 発 表 入学手続期限

人文科学研究科

教 育 学 研 究 科

医療薬学研究科

2023年

8 月17日（ 木）～

8 月25日（ 金）

〈 必着〉

2023年 9 月 8 日（ 金） 2023年 9 月25日（ 月）

一次
2023年10月13日（ 金）

※入学金の納入のみ

二次
2023年12月21日（ 木）

〈 消印有効〉

実施研究科 出 願 期 間 試　 験　 日 合 格 発 表 入学手続期限

人文科学研究科

教 育 学 研 究 科

2024年

2 月 9 日（ 金）～

2 月16日（ 金）

〈 必着〉

2024年 2 月27日（ 火） 2024年 3 月 4 日（ 月） 一括
2024年 3 月11日（ 月）

〈 消印有効〉

医療薬学研究科

2024年

2 月22日（ 木）～

3 月 4 日（ 月）

〈 必着〉

2024年 3 月14日（ 木） 2024年 3 月18日（ 月） 一括
2024年 3 月25日（ 月）

〈 消印必着有効〉
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人材育成の目標
専攻分野における専門的知識・技能の伝授と研究力鍛錬によって修士論文作成を完成させ，当該分野の専門
研究に参加できる人材の養成を，教育の核とする。併せて専門性を支える教養や実社会で求められる実践的
能力を修得させ，現代社会の諸問題に主体的に対応できる人材を育成することも，主要目標とする。

ディプロマ・ポリシー （修了認定及び学位授与の方針）
所定の単位を修得し修士論文を完成させるなかで，人文科学分野全体を見渡す広い視野と自らの研究課題を
見つけ出す鋭敏な問題意識，そして課題に粘り強く取り組んで解明を目指す探求力を備え，かつ下記の諸能
力を身に着けたと認められる学生に，修士（人文科学）の学位を授与する。
1.研究に関わる情報を十分に収集し，適切に整理する能力
2.収集・整理した情報を分析して，問題の所在を把握する能力
3.多方面から，主体的かつ柔軟に問題解決を試みる能力
4.自らの問題関心や研究成果を，適切に外部に発信できる能力

人文科学研究科 人文科学専攻 概要

カリキュラム・ポリシー （教育課程編成の方針）

アドミッションポリシー（入学者の受入れ方針）
「カリキュラム・ポリシー」に則って十分有効な教育を行い，「ディプロマ・ポリシー」に適う人材を養成
するため，入学学生には下記の条項を満たすことを求める。

1.日本語・日本文学・英語・英米文学・歴史学いずれかの専門領域において，自ら研究テーマを設定できる
2.研究を予定しているテーマの資料処理に必要な基礎的言語能力（古文・漢文・英語ほか各国言語読解能
力）を備えている
3.研究を予定しているテーマ及び関連領域について，学士課程修了相当以上の十分な知識・技能を有してい
る
4.自らの研究テーマについて，口頭及び文章で明確な説明ができる

人文科学研究科にふさわしい広い視野と鋭敏な問題意識，粘り強い探求力を備えた学生を育成するために，
以下の教育課程編成の方針を定める。

1.教育内容
 研究に関わる情報収集・整理の能力，問題の所在を把握する能力を培うための共通履修科目として，A.言
語・文化・歴史探究分野とB.表現・実践・歴史活用分野の2分野を置く。Aは修士論文作成のため，問題設定
や資料の収集・整理・分析などにわたり，学問的基礎力を高めることを目的とする。Bは幅広い学問領域の
知識を獲得するとともに，自己の研究成果を社会的に応用・活用する方法を身につけることを目的とする。
2.教育方法
 多方面から主体的かつ柔軟に問題を解決できる能力を培うため，少人数の講義・演習を主とし，学生の能
動性・主体性を引き出す授業を行う。特にA.言語・文化・歴史探究分野は演習形式とし，学生が自ら設定し
た研究課題に対して適切な指導を行い，修士論文の作成を支援する。また，自らの問題関心や研究成果を適
切に外部に発信できる能力を培うため，中間報告や口頭試問などの発表の場を設ける。以上を通じて，学生
が自ら設定した研究課題に対して適切な指導を行い，修士論文の作成を支援する。
3.評価
 成績評価は，各科目のシラバスに評価の対象や基準を示し，それに基づいて行う。
 修士論文については，年1回の中間報告を行った上で作成・提出されたものを複数の教員が査読し，口頭
試問を経て本研究科の評価基準を満たしたものを合格とする。
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●選択科目（32単位以上選択必修） ●研究指導

大学院人文科学研究科への進学のすすめ

言語・文化・歴史探求分野
演習 特論等

表現・実践・歴史活用分野

論文の作法 特論等

・修士学位論文題目提出(2年次4月)

・修士学位論文中間発表(2年次7月)

・学位授与申請・修士学位論文の提出(2年次1月)

研究科委員会の審議・ 学長への報告

大学院人文科学研究科人文科学専攻では，個別指導で興味ある専門領域での研究を深めていきます。

●人文科学の理論と実践力をさらに磨きたい。
●人文科学の研究者を目指したい。
●大学院で実力をつけて教員採用試験にチャレンジしたい。
●専修免許状を取得し，理論と実践に強い教員を目指したい。
●大学院で学びながら学部の資格も取得したい。
●もっと学びたい，もっと自分を高めたい。

‥‥‥‥そのような目的意識と勉学意欲のある人にふさわしい修士課程です。

入学試験（ 学力および研究計画の査定） （ 前年度9 月・ 2 月）

履修指導・ 研究指導体制の決定（ 1 年次4 月）

修了要件①： 2 年間在学し
3 2 単位以上修得

修了要件②： 修士学位論文の審査
及び試験に合格（ 2 年次2 月）

学位（ 修士） の授与（ 学長）

学位取得までの流れ
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教育学研究科　 教育学専攻　 概要

人材育成の目標

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針）

●教育学系
1.教育実践及び教育支援に関する深い専門的知識や実践的指導力を身につけたいという意欲のある人
2.教育実践及び教育支援に関する研究の成果を学校や地域社会に還元したいという意欲のある人
3.幼児教育，初等教育，特別支援教育，養護教育等に関する教職資格をもち，専修免許状取得を目指す人

●心理学系
4.

5.教員等で教育相談等を実践してきた経歴を持ち，臨床心理士の資格取得を目指す人

※教育学系においては，1〜3のうち，1つ以上に当てはまる人
心理学系においては，4〜5のうち，1つ以上に当てはまる人

コース制と各コースで育成する人材像
本専攻の目標は，「教え導く」教育の専門家，「支えケアする」心理臨床の専門家を育成することです。
そのために，学生の関心・進路や取得資格に対応した技能や研究の指導を行う5つのコースを設けています。

初等教育学コ ース

幼児教育学コ ース

養護教育学コ ース

特別支援教育学コ ース

教育臨床心理学コ ース

・高度な教科教育学の知識と技能を修得し実践できる人材
・小学校教育に関わる高い志と課題解決能力を有した指導的人材
・初等教育の実践に関する研究者としての資質を有した人材小学校教諭専修免許状取得課程に対応

幼稚園教諭専修免許状取得課程に対応

養護教諭専修免許状取得課程に対応

特別支援学校教諭専修免許状取得課程に対応

公認心理師と臨床心理士両方の
受験資格取得課程に対応*

・高度な保育内容の知識と指導法を修得し実践できる人材
・保育への情熱と多様化した教育課題への認識を有した指導的人材
・幼児教育の実践に関する研究者としての資質を有した人材

・養護教諭としての高い専門性と，子供の健康問題や現代的な教
育課題に対応する思考力，判断力等を有し，適切に連携できる人材

・養護実践に関する研究者としての資質を有した人材

・障害による特別な教育的ニーズのある幼児・児童・生徒に対し，
高度な専門性と現場理論を融合した指導を実践できる人材

・特別支援教育の実践に関する研究者としての資質を有した人材

・医療・保健・福祉・教育など多領域で心理臨床に携われる知識や
実践力に加え，心理臨床に関する研究的素養を有した人材

・特に，スクールカウンセリングなどの学校臨床や子供の臨床に
ついて，高い専門性を有した人材

教育学系４ コ ース： 育成する人材像と 取得可能な資格

心理学系１ コ ース： 育成する人材像と 取得可能な資格

*日本臨床心理士資格認定協会第１種指定校 *公認心理師受験資格の取得には，学部で一定の科目を修めていることが必要です。

現代の教育をめぐる諸問題に高い見識と実践力をもって，教育実践，教育支援あるいは心理支援を担う人材
の育成を目標とする。そのため，課題探究意識のもと，理論と実践の統合をはかり，現代の教育現場・心理
臨床現場に活用し得る教育・研究能力を涵養する。

教育学研究科は，教育実践，教育支援あるいは心理支援を担う強い使命感と熱意をもつ，次のような人 ※を
求めている。

学部で心理学に関する基礎的知識・技能を修得し，さらに臨床心理に関する深い専門的知識と実践的能
力・技能を獲得し，公認心理師・臨床心理士の資格取得を目指す人
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教育学領域（ 7 科目1 4 単位）

●教育人間学特論
●教育史特論
●教育課程特論
●教育行政学・教育経営学特論

●教育心理学特論
（教育分野に関する理論と支援の展開）

●健康指導学特論
●人関係指導学特論
●言葉指導学特論
●環境指導学特論

●国語科指導学特論
●社会科指導学特論
●算数科指導学特論
●理科指導学特論
●音楽科指導学特論

●健康教育学特論
●学校看護学特論
●学校保健学特論
●養護実践学特論

教育臨床心理学ｺ ｽー

●臨床心理学特論Ⅰ・Ⅱ※
●臨床心理面接特論Ⅰ※
（心理支援に関する理論と実践）
●臨床心理面接特論Ⅱ※
●臨床心理査定演習Ⅰ※
（心理的アセスメントに関する理論と実践）
●臨床心理査定演習Ⅱ※
●臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ※

●心理実践実習Ⅰ※ ●臨床心理実習Ⅰ※
（心理実践実習Ⅱ）

●臨床心理実習Ⅱ※ ●臨床心理実習Ⅲ※
（心理実践実習Ⅲ）

●障害児臨床教育学特論Ⅰ・Ⅱ
●障害児心理学特論Ⅰ・Ⅱ
●障害児心理学特論Ⅱ
●障害児支援学特論

●応用学習心理学特論
●障害児就労支援学特論
●肢体不自由児教育学特論
●病弱児心理学特論
●障害児脳機能障害特論
●特別支援教育コーディネーター特論

●健康科学特論
●生命科学特論

●表現指導学特論
●保育内容指導学特論
●子育て支援特論A
●子育て支援特論B

●図画工作科指導学特論
●体育科指導学特論
●道徳教育指導学特論
●児童英語指導学特論

●教育社会学特論
●比較教育学特論
●道徳教育学特論

●発達心理学特論
（福祉分野に関する理論と支援の展開）
●教育社会心理学特論

●心理学研究法特論
●心理統計法特論
●臨床心理学研究法特論
●社会心理学特論
●家族心理学特論
（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践）
●精神医学特論
（保健医療分野に関する理論と支援の展開）
●認知行動療法特論※
●遊戯療法特論※

●学校臨床心理学特論※
●司法・犯罪心理学特論
（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開）
●産業・労働心理学特論
（産業・労働分野に関する理論と支援の展開）
●心の健康教育特論
（心の健康教育に関する理論と実践）

●教職実践研究A・B（幼・小）
●教職実践研究A・B（養護）

●修了研究指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

６科目12単位以上選択必修 ６科目12単位以上選択必修

６科目12単位必修 ６科目12単位以上選択必修

12単位以上選択必修

●教職実践研究A・B（特別支援）
選択科目

必修科目

※教育臨床心理学コースの
在籍学生のみ履修可能

修了研究指導

教育心理学領域（ 4 科目8 単位）

幼児教育学領域（ 8 科目1 6 単位） 初等教育学領域（ 9 科目1 8 単位）

養護教育学領域（ 6 科目1 2 単位） 特別支援教育学領域（ 1 1 科目2 2 単位）

教育臨床心理学領域（ 2 1 科目4 0 単位）

実践研究

幼児教育学ｺ ｽー 初等教育学ｺ ｽー

養護教育学ｺ ｽー 特別支援教育学ｺ ｽー

２科目4単位以上選択必修

授業科目一覧
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入学試験（ 学力および研究計画の査定） （ 前年度9 月・ 2 月）

履修指導・ 研究指導体制の決定（ 1 年次4 月）

修了要件①： 2 年間在学し
選択必修2 4 単位+ 修了研究指導必修8 単位

計3 2 単位以上修得

修了要件②： 修士学位論文の審査
及び試験に合格（ 2 年次2 月）

●選択科目（24単位以上選択必修） ●研究指導

・研究発表(1年次7〜8月, 1〜2月)

・修士学位論文題目提出(2年次4月)

・修士学位論文中間発表(2年次8月)

・学位授与申請・修士学位論文の提出(2年次12〜1月)

・修士論文審査会(2年次1〜2月)

研究科委員会の審議・ 学長への報告

学位（ 修士） の授与（ 学長） （ 2 年次3 月）

・教育学領域
・教育心理学領域
・幼児教育学領域
・初等教育学領域
・養護教育学領域
・特別支援教育学領域
・教育臨床心理学領域
・実践研究

・修了研究指導
●必修科目（8単位）

学位取得までの流れ
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医療薬学研究科 疾病治療薬学専攻 概要

研究科の人材の育成及びその他教育研究上の目的

アドミッションポリシー（入学者の受入れ方針）
医療薬学研究科では，基礎・応用・臨床薬学に関する知識・技能・態度に加え，さらに医療人としての適正
な倫理性，患者さんの気持ちに寄り添う優しさを持ち，また医療薬学研究に対する強い熱意と，柔軟で知的
好奇心に満ちた思考を備えた学生を求める。薬学部出身者のみならず，広く科学を学んだ人や医療施設等で
研鑽を積んできた社会人も対象に，次の5つの志を持つ学生を幅広く受け入れる。
1.科学的根拠を持って医療現場の諸問題や社会のニーズに応えたいと望んでいる人
2.チーム医療の中で，最適・最新な薬物治療に貢献することを望んでいる人
3.難治疾患の発症機構の解明と新薬の開発に興味と関心を持っている人
4.医療現場に直結した創薬や育薬に興味と関心を持っている人
5.患者さんの心理的苦痛に配慮して，心・身の両面から患者さんを支援することを望んでいる人

医療人としての高い倫理観を持ち，科学の発展及び人々の健康と福祉に貢献するための高度な専門性と優れ
た研究能力を有する指導的人材の育成を目的とする。
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入学試験（ 学力及び研究計画の査定）

履修指導・ 研究指導体制の決定・ 研究計画書作成

前年度

９ 月・３ 月期

１ 年次４ 月

１ 年次４ 月
選 択 科 目

最適薬物療法
学分野

病態解析診断
薬学分野

総合共通科目

４ 年間在学し ，必修2 0 単位，選択1 0 単位以上，合計3 0 単位以上修得

（ 修業年限短縮制度によ る 課程修了の場合は， 3 年次までに課題研究1 6 単位を

　 修得）

学位授与申請・ 学位論文の提出

修了研究（ 博士論文） の審査

研究科委員会の審議

学位　 博士（ 医療薬学） の授与

修了予定

年次

１ 月中旬

修了予定

年次

２ 月頃

修了予定

年次

３ 月

研 究 課 題

必修１ 科目1 6 単位必修１ 科目２ 単位
選択８ 科目８ 単位
開設

必修１ 科目２ 単位
選択７ 科目７ 単位
開設

必修１ 科目２ 単位

選択７ 科目７ 単位

開設

学位授与までの流れの概略
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専任教員紹介

人文科学研究科

専任教員一覧

分　 野 教員名 学　 位 専　 門

日本語学

岩田　 美穂 博士（ 文学） 日本語学

鯨井　 綾希 博士（ 文学） 日本語学

古典文学

瓦井　 裕子 博士（ 文学） 古典文学

川崎　 剛志 博士（ 文学） 中世文学

竹内　 洪介 博士（ 文学） 日本近世文学

近代文学

松本　 潤一郎 修士（ 文学） フ ラ ンス文学

小林　 敦子 博士（ 文学）
表現創造・

日本文学

坂　 堅太 博士（ 文学） 近現代文学

表 現

関連領域

岡本　 悦子 修士（ 文学） 舞踊教育学

中西　 裕 修士（ 文学）
教育工学・

人文社会情報学

英 語 学

小田　 希望 博士（ 文学） 英語学

西谷　 工平 博士（ 文学） 英語学

イ ギリ ス

文 学

渡辺　 浩 修士（ 文学） イ ギリ ス文学

雨森　 未来 博士（ 文学） イ ギリ ス文学

原田　 昂 博士（ 学術） イ ギリ ス文学

分　 野 教員名 学　 位 専　 門

アメ リ カ

文 学
和栗　 了 博士（ 文学） アメ リ カ 文学

アメ リ カ

文 化

ローレ ンス・

ダンテ

修士

（ 教育学）

バイ リ ンガル

教育

日 本 史

苅米　 一志 博士（ 文学） 中世宗教社会史

浅利　 尚民 博士（ 文学）
日本文化史・

美術史

鈴木　 琢郎 博士（ 文学）
日本古代史・

歴史考古学

三田　 智子 博士（ 文学） 日本近世史

中山　 穂孝 博士（ 文学） 人文地理学

東 洋 史

井上　 あえか
修士

（ 国際学）
南アジア現代史

渡邉　 将智 博士（ 文学） 中国古代史

西 洋 史

若見　 理江 博士（ 文学） 哲学・ 宗教学

小林　 亜沙美
博士

（ Dr.p h il.）
西洋史（ 中世）

松﨑　 博子
博士

（ 図書館情報学）
図書館文化史

山本　 航平
博士

（ 文化史学）

アメ リ カ 史

（ 現代）

人文科学研究科教員の研究領域主要テーマ等詳細についてはこ ちら から ご覧く ださ い。

http s ://w w w .shu j itsu .a c .jp /da ig a k u in/j in bun/j in bun/
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教 育 学 研 究 科

専任教員一覧

分　 野 教員名 学位・ 資格等 専　 門

幼児教育学

コ ー ス ※

原　 奈津子
博士

（ 心理学）
社会心理学

桑原　 和美 博士（ 文学） 舞踊教育学

村田　 恵子

修士

（ 教育学・

社会福祉学）

教育史・

教育者養成教育

小林　 佐知子
修士

（ 教育学）

音楽教育学・

幼小接続

蘆田　 智絵
博士

（ 教育学）
幼児教育支援論

養護教育学

コ ー ス

森　 宏樹 博士（ 理学）
微生物学・

分子生物学

森口　 清美 博士（ 看護） 学校看護学

森村　 和浩

博士

（ スポーツ

健康科学）

応用健康科学

加納　 亜紀
博士

（ 学校教育学）
学校保健

分　 野 教員名 学位・ 資格等 専　 門

初等教育

学コ ース

※

丹生　 裕一
博士

（ 教育学）

国語教育・

比較教育

門原　 眞佐子

修士

（ 学校教育学）

/公認心理師

・ 臨床心理士

学校教育・

臨床心理学

藤田　 知里
博士

（ 学校教育学）
美術教育学

飯田　 智行
博士

（ 健康科学）

スポーツ科学・

体育科教育学

福井　 広和
修士

（ 学校教育学）
理科教育

楠　 博文
修士

（ 学校教育学）
算数教育

渡邊　 言美
修士

（ 教育学）
日本教育史

長田　 健一
修士

（ 教育学）

カリキュラム論・

社会科教育学

内田　 直義
博士

（ 教育学）
比較教育学

特 別 支

援 教 育

学コ ース

岡田　 信吾
博士

（ 学校教育学）
特別支援教育

津島　 靖子
博士

（ 学校教育学）
特別支援教育

山本　 多佳実
修士

（ 学校教育学）

特別支援教育・

応用行動分析学

・ 教育学系

　 ※ 幼児教育学コ ース・ 初等教育学コ ースの教員は、 両方のコ ースを 指導でき る教員も います。 ご不明な点はお問い合わせ

く ださ い。
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兼任教員一覧

分　 野 教員名 学位・ 資格等 専　 門

幼児教育学

コ ー ス

吉田　 満穂
博士

（ 学校教育学）

人間関係指導

学特論

宮川　 洋子
修士

（ 教育学）

保育内容指導

学特論

分　 野 教員名 学位・ 資格等 専　 門

特別支援

教 育 学

コ ー ス

石山　 貴章
博士

（ 社会福祉学）

発達障がい児

就労支援学特

論

丹野　 傑史
博士

（ 障害科学）

肢体不自由児

教育学特論

下山　 真衣
博士

（ 障害科学）

病弱児心理学

特論

・ 心理学系

　 専任教員一覧

分　 　 　 野 教　 員　 名 学位・ 資格等 専　 　 　 門

教 育 臨 床

心理学コ ース

鈴木　 国威 博士（ 理学） /公認心理師 心理学

石原　 みちる 博士（ 学校教育学） /公認心理師・ 臨床心理士 臨床心理学

桑原　 晴子 博士（ 学校教育学） /公認心理師・ 臨床心理士 臨床心理学

永田　 忍 博士（ 医学） /公認心理師・ 臨床心理士 臨床心理学

井芹　 聖文 博士（ 教育学） /公認心理師・ 臨床心理士 臨床心理学

堀田　 裕司 博士（ 心理学） /公認心理師・ 臨床心理士 臨床心理学， 産業・ 組織心理学

林　 秀樹 博士（ 臨床心理学） /公認心理師・ 臨床心理士 臨床心理学

石井　 佳葉 博士（ 教育学） /公認心理師・ 臨床心理士 臨床心理学

山西　 健斗 修士（ 教育学） /公認心理師・ 臨床心理士 臨床心理学

兼任教員一覧

分　 　 　 野 教　 員　 名 学位・ 資格等 専　 　 　 門

教 育 臨 床

心理学コ ース

村上　 雅彦 修士（ 教育学） 家族心理学特論

髙田　 広之進 学士（ 医学） 精神医学特論

植田　 満 修士（ 心理学） 司法犯罪心理学特論

教育学研究科教員の研究領域主要テーマ等詳細についてはこ ちら から ご覧く ださ い。

http s ://w w w .shu j itsu .a c .jp /da ig a k u in/k yo ik u/k y o ik u/
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「 最適薬物療法学分野」

画期的新薬の評価方法と 既存薬の育薬に関する教育研究

准教授　 加地弘明）：

各種疾患に対する薬物処方の適正化と 医薬品の有効性や安全性を 高める ための育薬に関す

る教育研究

薬剤疫学， フ ァ ーマコ ビジラ ンス（ 薬剤監視）， リ スク マネージメ ント に関する教育研究

感染症治療法の適正化と 多剤耐性菌による医療関連感染の制御に関する教育研究

分子標的薬物療法を 指向し た治療薬の解析に関する教育研究

生体機能や病態及び薬物作用分子イ メ ージング解析に関する教育研究

医薬品の作用機序を 解析し ， 安全で有効な薬物治療の薬理学的根拠を 追究するための教育

研究

臨床薬物動態学に関する教育研究（ 臨床での薬物動態に影響する因子について）

「 病態解析診断薬学分野」

疾病診断分析法及び薬物・ 毒物の分析， 評価法の開発に関する教育研究

疾病発症の原因の解析及び予防と 治療の探索に関する教育研究

コ ンピュ ータ を用いた生体－薬物相互作用の情報解析に関する教育研究

﨑勤）：

疾患遺伝子探索による診断及び発症予測と 治療薬の開発に関する教育研究

疾病発症の環境要因の解析と 衛生予防対策に関する教育研究

遺伝子解析技術に基づく 生体機能解析と ゲノ ム創薬に関する教育研究

生化学的機構の解析に基づく 疾病発症機構の解明に関する教育研究

医療薬学研究科

教育研究概要と担当教員（専攻科目）
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医療薬学研究科教員の研究領域主要テーマ等詳細についてはこ ちら から ご覧く ださ い。

https://w w w .shujitsu.ac.jp/daig akuin/iryo/sippei/

授　 業　 科　 目 担　 　 当　 　 教　 　 員

必修

科目

医療薬学特別講義

北村　 佳久， 片岡　 洋行， 見尾　 光庸， 洲﨑　 悦子， 増田　 和文

平岡　 修， 末丸　 克矢， 渡辺　 雅彦， 森　 秀治， 清水　 美貴子

工藤　 季之， 守谷　 智恵， 名和　 秀起， 島田　 憲一，二宮　 清文

山川　 直樹， 豊村　 隆男， 加地　 弘明， 毎熊　 隆誉， 山田　 陽一

齋藤　 啓太， 渡邊　 政博， 田坂　 祐一， 山﨑　 勤， 吉川　 弥里，

川上　 賀代子， 原　 愛， 出石　 恭久， 山本　 浩司， 加藤　 久登

最適薬物療法学演習

北村　 佳久， 見尾　 光庸， 洲﨑　 悦子， 平岡　 修， 末丸　 克矢

森　 秀治， 清水　 美貴子， 名和　 秀起， 島田　 憲一， 豊村　 隆男

加地　 弘明， 毎熊　 隆誉， 山田　 陽一， 渡邊　 政博， 田坂　 祐一

原　 愛， 出石　 恭久

病態解析診断薬学演習

片岡　 洋行， 増田　 和文， 渡辺　 雅彦， 工藤　 季之， 守谷　 智恵

二宮　 清文， 山川　 直樹， 齋藤　 啓太， 山﨑　 勤， 吉川　 弥里

川上　 賀代子， 山本　 浩司， 加藤　 久登

課　 題　 研　 究

北村　 佳久， 片岡　 洋行， 見尾　 光庸， 洲﨑　 悦子， 増田　 和文

平岡　 修， 末丸　 克矢， 渡辺　 雅彦， 森　 秀治， 清水　 美貴子

工藤　 季之， 守谷　 智恵， 名和　 秀起， 島田　 憲一，二宮　 清文

山川　 直樹， 豊村　 隆男， 加地　 弘明， 毎熊　 隆誉， 山田　 陽一

齋藤　 啓太， 渡邊　 政博， 田坂　 祐一， 山﨑　 勤， 吉川　 弥里

川上　 賀代子， 原　 愛， 出石　 恭久， 山本　 浩司， 加藤　 久登

選択

科目

野
分
学
法
療
物
薬
適
最

臨床医薬品評価学特論 北村　 佳久， 末丸　 克矢， 出石　 恭久

薬物療法解析学特論 島田　 憲一， 加地　 弘明

薬剤疫学特論 名和　 秀起， 毎熊　 隆誉， 田坂　 祐一

臨床感染制御学特論 山田　 陽一

分子標的治療薬学特論 森　 秀治， 豊村　 隆男， 渡邊　 政博

病態画像解析学特論 洲﨑　 悦子， 平岡　 修

薬物作用解析学特論 見尾　 光庸， 原　 愛

臨床薬物動態学特論 清水　 美貴子

野
分
学
薬
断
診
析
解
態
病

疾病診断分析薬学特論 片岡　 洋行， 齋藤　 啓太

病因究明創薬学特論 二宮　 清文， 山川　 直樹， 山本　 浩司

生体薬物情報解析学特論 増田　 和文， 加藤　 久登

遺伝子診断薬学特論 山﨑　 勤

環境予防薬学特論 渡辺　 雅彦， 吉川　 弥里

遺伝子創薬学特論 工藤　 季之

疾病機構解析学特論 守谷　 智恵， 川上　 賀代子

目
科
択
選
の
他
の
そ

医療生命倫理学特論 北村　 佳久， 出石　 恭久

臨床心理学特論 北村　 佳久， 出石　 恭久

医療制度・ 医療経済学特論 名和　 秀起， 田坂　 祐一

チーム医療薬学特論 末丸　 克矢

未病医薬学特論 島田　 憲一， 加地　 弘明

創薬・ 育薬学特論 末丸　 克矢

医療情報学特論 島田　 憲一

教育研究概要と担当教員（博士課程）
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出願の流れ

事前相談

●詳細については26ページをご覧ください。
●事前相談を希望する場合は，入試課までご連絡ください。

受験票の到着

試験日当日（ 本学での受験に限る）

入学検定料のお支払い・ 出願書類の提出

※社会人特待生は入学検定料免除

就実大学 入試課
TEL：086-271-8118
E-mail：nyushi@shujitsu.ac.jp

（ 人文科学研究科・ 医療薬学研究科は必ず必要です）

●入学検定料は，出願書類を持参される場合は現金でご準備くだ
さい。郵送される場合は，郵便為替（受取人指定欄は空白）を
同封してください。

●出願書類の提出締切は必着です。
●入学検定料は次のとおりです。

●受験票は出願期間最終日の２日後に発送します。
●試験日の３日前になっても届いていない場合はご連絡ください。
●受験票と一緒に当日の集合場所についてもお知らせします。

就実大学大学院

30,000円
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Ａ . 一般選抜 対象研究科： 人文科学研究科， 教育学研究科， 医療薬学研究科

出 願 資 格

一般選抜（ 人文科学研究科・ 教育学研究科）

次の各項のいずれかに該当する 者と する 。

①大学を 卒業し た者又は2 0 2 4 年３ 月卒業見込みの者

② 学校教育法第1 0 4 条第４ 項の規定によ り ， 大学改革支援・ 学位授与機構から 学士の学位を 授与さ れた者

又は2 0 2 4 年３ 月までに学位を 授与さ れる 見込みの者

③外国において， 学校教育における 1 6 年の課程を 修了し た者又は2 0 2 4 年３ 月までに修了見込みの者

④文部科学大臣の指定し た者

⑤大学を 卒業し た者と 同等以上の学力がある と 本学が認めた者で， 2 0 2 4 年４ 月１ 日に2 2 歳に達し ている 者

一般選抜（ 医療薬学研究科）

本研究科に出願でき る 者は， ①に該当し ， かつ②～④のいずれかに該当する 者と する

①出願までに志望する 分野の担当教員と 事前相談を 行っ た者

②大学の薬学部（ 標準年限を ６ 年と する 課程） を 卒業し た者又は2 0 2 4 年３ 月卒業見込みの者

③ 大学の医学部， 歯学部， 獣医学部（ 標準年限を ６ 年と する 課程） を 卒業し た者又は2 0 2 4 年３ 月卒業見込

みの者

④ 本研究科において， 個別の入学資格審査によ り ， 大学の薬学部（ 標準年限を ６ 年と する 課程） を 卒業し

た者と 同等以上の学力がある と 認めたも ので2 0 2 4 年４ 月１ 日までに2 4 歳に達する 者

▶ 個別の入学資格審査について

出願資格④によ る 志願者は， 事前に「 入学資格審査」 を 行う ため下記書類を 期日までに本学入試課へ提出

する こ と 。

提 出 書 類 様　 　 式

入学資格審査申請書 本学指定の巻末の用紙

履歴書 A4 判（ 市販のも ので良い）

最終出身大学（ 大学院）

の卒業・ 卒業見込（ 修了・

修了見込） 証明書

出身学校の指定の様式

職歴証明書　 ※1
2 年以上の職歴を証明する

も の

（ 書式は任意）

就業経験の要旨　 ※2 A4 判， 2 0 0 0 字以内

（ 書式は任意）

業績目録（ 学会発表， 学

術論文， 実務実績等の一

覧）

A4 判（ 書式は任意）

入試区分 提出締切 結果通知日

秋期入試 2 0 2 3 年７ 月７ 日
2 0 2 3 年８ 月４ 日ま で に

通知

春期入試 2 0 2 4 年１ 月2 4 日
2 0 2 4 年２ 月1 3 日ま で に

通知

※１ 　 修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与さ れたも のは不要

※２ 　 就業経験がある場合のみ提出
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出 願 書 類

2 5 ページ参照

入 学 検 定 料

試験スケジュ ール

一般選抜
郵便為替の場合は出願書類に同封可

現金の場合は本学会計課で直接支払い3 0 ,0 0 0 円

（ 医療薬学研究科社会人特待生は入学検定料免除）

一般選抜（ 人文科学研究科・ 教育学研究科）

  9 ： 1 0 ～1 0 ： 4 0   外国語科目（ 英語）※1

 1 1 ： 0 0 ～1 2 ： 4 0   専門領域に関する 試験※2   （ 詳細は１ ページ参照）

 1 3 ： 3 0 ～    　       口述試験  主と し て研究計画について行う

※１ 　 英和辞典使用可（ 教育学研究科は本学が指定するも のを貸与する）

※２ 　  人文科学研究科日本史領域Ａ ・ 日本史領域Ｂ は漢和辞典使用可， 東洋史領域Ａ は漢和辞典・ 中日辞典使用可， 東洋史領域Ｂ ・

西洋史領域は英和辞典使用可（ どの辞典についても 電子辞書は使用不可）

一般選抜（ 医療薬学研究科）

  9 ： 1 0 ～1 0 ： 4 0   外国語科目（ 英語）※3

 1 1 ： 0 0 ～1 2 ： 0 0   専門領域に関する 試験  （ 詳細は１ ページ参照）

 1 3 ： 0 0 ～    　       口述試験

※３ 　 英語の試験には辞書の持ち込みを許可する（ 冊子体のみ可， 電子辞書は不可）。

　 　 　 持込可能な辞書： 英和辞典（ リ ーダーズ， ジーニアス等）， 和英辞典， 英英辞典

　 　 　  持込不可の辞書： 医歯薬学に関する 辞典， 英和辞典（ ステッ ド マン 医学大辞典， 南山堂医学英和大辞典， ハイ ネマン 歯科英和

辞典等）
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Ｂ . 社会人特別選抜 対象研究科： 人文科学研究科、 教育学研究科

出 願 資 格

社会人特別選抜

次の各項のいずれかに該当し ， かつ， 出願時に一定の職業に就いている 者又は1 年以上の期間企業等に勤務

し た経験のある 者と する 。

①大学を 卒業し た者

②学校教育法第1 0 4 条第4 項の規定によ り ， 大学改革支援・ 学位授与機構から 学士の学位を 授与さ れた者

③外国において， 学校教育における 1 6 年の課程を 修了し た者

④文部科学大臣の指定し た者

⑤大学を 卒業し た者と 同等以上の学力がある と 本学が認めた者

出 願 書 類

2 5 ページ参照

入 学 検 定 料

試験スケジュ ール

社会人特別選抜 郵便為替の場合は出願書類に同封可

現金の場合は本学会計課で直接支払い3 0 ,0 0 0 円

社会人特別選抜（ 人文科学研究科）

 1 1 ： 0 0 ～1 2 ： 4 0   専門領域に関する 試験※1   （ 詳細は１ ページ参照）

 1 3 ： 3 0 ～    　       口述試験  主と し て研究計画について行う

※１ 　  人文科学研究科日本史領域Ａ ・ 日本史領域Ｂ は漢和辞典使用可， 東洋史領域Ａ は漢和辞典・ 中日辞典使用可， 東洋史領域Ｂ ・

西洋史領域は英和辞典使用可（ どの辞典についても 電子辞書は使用不可）

社会人特別選抜（ 教育学研究科）

  9 ： 1 0 ～1 0 ： 4 0   外国語科目（ 英語） ※2  

 1 1 ： 0 0 ～1 2 ： 4 0   専門領域に関する 試験  （ 詳細は１ ページ参照）

 1 3 ： 3 0 ～    　       口述試験  主と し て研究計画について行う

※２ 　 英和辞典使用可（ 教育学研究科は本学が指定するも のを貸与する）

18



Ｃ . 社会人（ 教員） 特別選抜（ 昼夜開講制） 対象研究科： 人文科学研究科

出 願 資 格

社会人（ 教員） 特別選抜（ 昼夜開講制）

次の各項のいずれかに該当し ， かつ， 出願時に小学校， 中学校， 高等学校， 中等教育学校， 高等専門学校，

特別支援学校， 幼稚園等及び大学， 短期大学， 大学校など の公的教育機関において教諭又は講師と し て勤

務し ている 者と する 。

①大学を 卒業し た者

②学校教育法第1 0 4 条第4 項の規定によ り ， 大学改革支援・ 学位授与機構から 学士の学位を 授与さ れた者

③外国において， 学校教育における 1 6 年の課程を 修了し た者

④文部科学大臣の指定し た者

⑤大学を 卒業し た者と 同等以上の学力がある と 本学が認めた者

出 願 書 類

2 5 ページ参照

入 学 検 定 料

社会人（ 教員） 特別選抜
郵便為替の場合は出願書類に同封可

現金の場合は本学会計課で直接支払い3 0 ,0 0 0 円

（ 社会人特待生は入学検定料免除）

試験スケジュ ール

社会人（ 教員） 特別選抜

 1 3 ： 3 0 ～    　       口述試験  主と し て研究計画について行う

そ の 他

社会人（ 教員） 特別選抜で入学し た者については， 昼・ 夜間において受講する こ と ができ る 。 開設科目等の詳

細については， 本学教務課に問い合わせる こ と 。

就実大学・ 就実短期大学教務課

■TEL： 0 8 6 -2 7 1 -8 1 2 0 　 　  ■E-ma il： k y oumu@ shu j itsu .a c .jp
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Ｄ . 社会人特待生選抜 対象研究科： 人文科学研究科， 教育学研究科

出 願 資 格

社会人特待生選抜

次の各項のいずれかに該当し ， かつ， 2 0 2 4 年４ 月１ 日現在の満年齢が4 0 歳以上の者と する 。

①大学を 卒業し た者

② 学校教育法第1 0 4 条第４ 項の規定によ り ， 大学改革支援・ 学位授与機構から 学士の学位を 授与さ れた者

又は2 0 2 4 年３ 月までに学位を 授与さ れる 見込みの者

③外国において， 学校教育における 1 6 年の課程を 修了し た者又は2 0 2 4 年３ 月までに修了見込みの者

④文部科学大臣の指定し た者

⑤大学を 卒業し た者と 同等以上の学力がある と 本学が認めた者

出 願 書 類

2 5 ページ参照

入 学 検 定 料

免除

試験スケジュ ール

社会人特待生選抜

  9 ： 1 0 ～1 0 ： 4 0   外国語科目（ 英語） ※1

 1 1 ： 0 0 ～1 2 ： 4 0   専門領域に関する 試験※2   （ 詳細は１ ページ参照）

 1 3 ： 3 0 ～    　       口述試験  主と し て研究計画について行う

※１ 　 英和辞典使用可（ 教育学研究科は本学が指定するも のを貸与する）

※２ 　  人文科学研究科日本史領域Ａ ・ 日本史領域Ｂ は漢和辞典使用可， 東洋史領域Ａ は漢和辞典・ 中日辞典使用可， 東洋史領域Ｂ ・

西洋史領域は英和辞典使用可（ どの辞典についても 電子辞書は使用不可）
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Ｅ . 外国人留学生特別選抜 対象研究科： 人文科学研究科， 教育学研究科

出 願 資 格

外国人留学生特別選抜（ 人文科学研究科）

次のいずれにも 該当する 者で， かつ⑤～⑦のいずれかに該当する 者と する 。

①日本国籍を 有し ない者

②入学後の学習， 研究に支障がない程度の日本語能力を 有する 者

③出入国管理及び難民認定法に定める 「 留学」 の在留資格を 有する 者

④在学中の身元保証人（ 責任の範囲については外国人留学生保証書に記載） のある 者

⑤外国において， 学校教育における 1 6 年の課程を 修了し た者又はこ れと 同等以上の資格を 有する 者

⑥ 教育研究活動等の総合的な状況について， 当該外国の政府または関係機関の認証を 受けた者又はこ れに

準ずる も のと し て文部科学大臣が別に指定する も のを 受けた外国の大学等（ 修業年限３ 年以上） によ り

学士の学位に相当する 学位を 授与さ れた者で， 2 0 2 4 年4 月1 日で満2 2 歳に達する 者

⑦日本において外国人留学生と し て日本の大学を 卒業し た者又はこ れと 同等以上の資格を 有する 者

外国人留学生特別選抜（ 教育学研究科）

次の①～④いずれにも 該当する 者で， かつ⑤～⑦のいずれかに該当する 者と する 。

①日本国籍を 有し ない者

② 日本語能力試験（ J LP T） においてN 1 認定を 受けている 者， またはこ れと 同等以上の日本語能力を 有す

る 者

　 ※詳細については， 入試課へ問い合わせる こ と

③出入国管理及び難民認定法に定める 「 留学」 の在留資格を 有する 者

④在学中の身元保証人（ 責任の範囲については外国人留学生保証書に記載） のある 者

⑤外国において， 学校教育における 1 6 年の課程を 修了し た者又はこ れと 同等以上の資格を 有する 者

⑥教育研究活動等の総合的な状況について， 当該外国の政府または関係機関の認証を 受けたも の又はこ れ

に準ずる も のと し て文部科学大臣が別に指定する も のを 受けた外国の大学等（ 修業年限３ 年以上） によ り

学士の学位に相当する 学位を 授与さ れた者で， 2 0 2 4 年4 月1 日で満2 2 歳に達する 者

⑦日本において外国人留学生と し て日本の大学を 卒業し た者又はこ れと 同等以上の資格を 有する 者

出 願 書 類

2 5 ページ参照

入 学 検 定 料

外国人留学生特別選抜 郵便為替の場合は出願書類に同封可

現金の場合は本学会計課で直接支払い3 0 ,0 0 0 円

21



試験スケジュ ール

外国人留学生特別選抜（ 人文科学研究科）

 11： 00～12： 40  専門領域に関する 試験※1  （ 詳細は１ ページ参照）

 13： 30～   　    口述試験 主と し て研究計画について行う

※１ 　  人文科学研究科日本史領域Ａ ・ 日本史領域Ｂ は漢和辞典使用可， 東洋史領域Ａ は漢和辞典・ 中日辞典使用可， 東洋史領域Ｂ ・

西洋史領域は英和辞典使用可（ どの辞典についても 電子辞書は使用不可）

外国人留学生特別選抜（ 教育学研究科）

 9： 10～10： 40  外国語科目（ 英語） ※2

 11： 00～12： 40  専門領域に関する 試験 （ 詳細は１ ページ参照）

 13： 30～   　    口述試験 主と し て研究計画について行う

※２ 　 英和辞典使用可（ 教育学研究科は本学が指定するも のを貸与する）
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Ｆ . 学内推薦 対象研究科： 人文科学研究科， 教育学研究科

出 願 資 格

学内推薦（ 人文科学研究科）

次のいずれにも 該当する 者と する 。

①本学人文科学部（ 旧： 文学部） を 卒業し た者又は2 0 2 4 年３ 月卒業見込みの者

②本学大学院の研究指導教員が推薦し た者

学内推薦（ 教育学研究科（ 教育臨床心理学コ ースを除く ））

次のいずれにも 該当する 者と する 。

①本学教育学部ないし 人文科学部初等教育学科を 卒業し た者又は2 0 2 4 年３ 月卒業見込みの者

②学業成績が特に優秀で， 本学大学院の研究指導教員が推薦し た者

学内推薦（ 教育学研究科　 教育臨床心理学コ ース）

次のいずれにも 該当する 者と する 。

①本学教育学部教育心理学科に2 0 1 9 年度以降入学し ， 同学科を卒業し た者又は2 0 2 4 年３ 月卒業見込みの者

②学業成績が特に優秀で， 本学大学院の研究指導教員が推薦し た者

推薦さ れる ための条件（ 教育学研究科　 教育臨床心理学コ ース）

次のいずれも 満たすこ と と する 。

①本学３ 年前期・ 後期のG P Aが， いずれも 3 .5 以上である こ と 。

② 心理系課外活動（ ボラ ン ティ ア（ 子ども ホッ ト ラ イ ン ， スク ールボラ ン ティ ア等）， 心理学系のアルバイ ト 活

動等） に熱心に取り 組んでいる こ と 。 参考資料と し て ， その心理系課外活動の体験で学んだこ と ， それを 将

来にどのよ う に生かし ていく かと いう 点について， レ ポート （ 2 4 0 0 字相当） を 書く こ と 。

出 願 書 類

2 5 ページ参照

入 学 検 定 料

学内推薦 郵便為替の場合は出願書類に同封可

現金の場合は本学会計課で直接支払い3 0 ,0 0 0 円

23



試験スケジュ ール

学内推薦（ 人文科学研究科、 教育学研究科（ 教育臨床心理学コ ースを 除く ））

 1 3 ： 3 0 ～　 　 　 　   口述試験  主と し て研究計画について行う

学内推薦（ 教育学研究科　 教育臨床心理学コ ース）

  9 ： 1 0 ～1 0 ： 4 0   外国語科目（ 英語） ※1

 1 1 ： 0 0 ～1 2 ： 4 0   専門領域に関する 試験（ 心理学・ 臨床心理学）

 1 3 ： 3 0 ～    　       口述試験  主と し て研究計画について行う

※１ 　 英和辞典使用可（ 教育学研究科は本学が指定するも のを貸与する）
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各選抜共通事項 

各選抜提出書類一覧 

以下の書類を出願期間内（必着）に本学に提出すること。 

●：全研究科必須 人：人文科学研究科のみ 教：教育学研究科のみ 心：教育臨床心理学コースのみ 医：医療薬学研究科のみ 

提出書類 
A 

一般選抜 

B社会人

特別 

選抜 

C社会人

（教員） 

特別選抜 

D社会人 

特待生 

選抜 

E外国人 

留学生 

特別選抜 

F学内 

推薦 

人文科学研究科・教育学研究科・医療薬学研究科 共通 

入学志願票（写真貼付）※1 ● ● ● ● ● ● 

受験票※1 ● ● ● ● ● ● 

入学検定料 ● ● ● ● ● ● 

卒業（見込）（医：修了・修了見込）証明書※2 ● ● ● ● ● ● 

成績証明書※2 ● ● ● ● ● ● 

研究実績・実務経験・入学後の研究抱負書※1※3 医      

受験承諾書※4 医      

受験票返送用封筒（長形 3号） 

※郵便番号，住所，名前を記入して速達料金分の切手を貼り付けること 
● ● ● ● ● ● 

志望動機，目的及び入学後の研究計画を記入した研究計画書 

（2000 字程度/様式任意） 
教 教 教 教 教 教 

卒業論文の写し又はその概要 

（2000 字程度）※卒業論文を書いたもののみ提出 
教     教 

履修計画書   ●    

所属長の承諾書   人    

在職証明書又は職歴を証明する書類の写し  教     

在留カードの写し（表裏両面）     ●  

身元保証人の保証書※1     ●  

外国人留学生履歴書※1     ●  

推薦書※1      ● 

レポート(2400 字程度）※5      心 

入学資格認定書※6 医      

人文科学研究科のみ 

秋

期 

大学院で研究を志望する分

野と同一，もしくは関連す

る分野を大学・学部におい

て専攻した者（学部既卒

者） 

卒業論文の写し 

１部 

人 人 人 人 人※7  志望動機，目的及び入学後の 

研究計画を記入した研究計画書 

１部（2000 字程度） 

2024 年 3月卒業見込みの

者，もしくは卒業論文を課

さない大学・学部の出身

者，または大学院で研究を

志望する分野とは異なる分

野を大学・学部において専

攻した者 

志望動機，目的及び入学後の 

研究計画を記入した研究計画書 

１部（4000 字程度） 

人 人 人 人 人 人 



春

期 

大学院で研究を志望する分

野と同一，もしくは関連す

る分野を大学・学部におい

て専攻した者（学部既卒

者，2024 年 3月卒業見込み

の者 

卒業論文の写し 

１部 

人 人 人 人 人※7  志望動機，目的及び入学後の研

究計画を記入した研究計画書 

１部（2000 字程度） 

卒業論文を課さない大学・

学部の出身者、または大学

院で研究を志望する分野と

は異なる分野を大学・学部

において専攻した者 

志望動機，目的及び入学後の研

究計画を記入した研究計画書 

１部（4000 字程度） 

人 人 人 人 人 人 

※1 巻末にある本学指定の様式を使用すること。 

※2 外国人留学生は、外国における 16 年の課程の最終学校（その国において日本の大学（４年生）に対応する学校も含む）のも

のを提出すること。 

※3 研究実績・実務経験・入学後の研究抱負書（本学指定の巻末の用紙，2000 字程度）は医療薬学研究科のみ 

※4 出願時に職業を有していない場合は提出不要 

※5 詳細については、23ページを確認すること。（教育学研究科教育臨床心理学コースのみ） 

※6 本学個別の入学資格審査で出願する者以外は不要（医療薬学研究科のみ） 

※7 外国人留学生は，卒業論文が日本語以外の場合は，受験者自身が作成した日本語要旨（2000 字以内。書式自由）を提出するこ

と。また出身大学の学部長等が作成した「卒業論文の内容証明書」も提出すること。 

  



出願上の注意

１ ．  人文科学研究科・ 医療薬学研究科については必ず事前相談を 行う 必要がある （ 教育学研究科の事前面談に

ついては希望制）。 事前相談申込方法は次のと おり 。

《 事前相談申込方法》

❶入試課宛にE -m a i lまたは電話で下記内容と と も に連絡する こ と 。

　 【 件名】

　 　 「 大学院受験事前相談について」

　 【 連絡事項】

　 　 　 ▼人文科学研究科・ 医療薬学研究科

　 　 　 　 ①氏名　 ②現在の所属　 ③電話番号　 ④研究テーマ/研究分野（ 専門領域）　 ⑤相談を 希望する 教員名

　 　 　 　 ⑥メ ールアド レ ス　 ⑦複数の希望日時と 相談方法（ 対面/オン ラ イ ン ）

　 　 　 ▼教育学研究科

　 　 　 　 ＜回答必須＞

　 　 　 　 ①氏名　 ②相談希望理由， 聞き たいこ と 　 ③希望のコ ース　 ④研究指導希望など相談希望の教員名

　 　 　 　 ⑤取得希望資格（ 専修免許の場合， 現在保有する 教員資格公認心理師の場合， 学部科目の取得状況）

　 　 　 　 ※③～⑤は未定の場合， 未定と 回答し てく ださ い。

　 　 　 　 ⑥複数の希望日時と 相談方法（ 対面/オン ラ イ ン ）

　 　 　 　 ＜任意＞

　 　 　 　 ⑦現所属　 ⑧居住地域　 ⑨その他

　 【 お問い合わせ】

　 　 就実大学・ 就実短期大学 入試課

　 　 TEL　 086-271-8118　 　 E-m a il　 n y u sh i@ shu j itsu .a c .jp

❷入試課で専任教員と 日程を 調整し ， 連絡する 。

２ ．  提出書類の不足， 記載事項に不備がある 場合には， 出願書類を 受理でき ないので ， 出願の際に十分確認す

る こ と 。

３ ． 出願書類に虚偽の記載事項や記入漏れがある 場合， 合格取り 消し と なる こ と がある 。

４ ． 出願後の志望専攻・ 受験科目の変更は一切認めない。 また， 一度受理し た書類の返還請求にも 応じ ない。

５ ． 郵送の場合は必ず簡易書留速達と し ，「 大学院入学願書在中」 と 朱書き する こ と 。

　 　 本学入試課へ直接持参し ても よ い。 受付時間は 9： 00～17： 00と する 。（ 土・ 日・ 祝祭日を 除く ）

６ ．  出願書類受付後は， 出願書類記載事項の変更は一切認めない。 ただし ， 氏名， 住所， 電話番号に変更が生

じ た場合には， 速やかに本学入試課まで連絡する こ と 。

７ ．  出願し た書類は， 原則と し て返還し ない。 ただし ， 出願書類を 提出し なかっ た場合や出願が受理さ れなかっ

た場合， また， 誤っ て二重に納めた場合等の入学検定料は返金する 。

８ ．  心身等に障がいを 有する 等， 受験・ 就学に際し て特別な配慮を 必要と する 場合は， 出願開始前までに， 本

学入試課に問い合わせる こ と 。

９ ． 大学院において， 学部の科目を 履修する 予定である 場合は， 必ず事前相談の際に申し 出る こ と 。 また科目

履修の申込締切日を 確認する こ と 。
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受験に関する注意

１ ． 試験に関する 諸注意等を 行う ので， 試験開始20分前までに試験室の指定さ れた席に着く こ と 。

２ ．  受験者の試験室への入室は，試験開始後20分まで認める 。 ただし ，試験時間は当該試験終了時刻までと する 。

なお， 公共交通機関の遅れ， その他やむを 得ない事情で遅刻し た者は， 本学入試課に申し 出て指示を 受け

る こ と 。

３ ． 受験票を 持参する こ と 。 なお， 受験票を 忘れた場合は， 試験開始前に本学入試課にその旨を 申し 出る こ と 。

４ ． 受験票は， 入学手続き の際に必要と なる ので， 試験終了後も 保管し ておく こ と 。

５ ．  受験時の机上には， 受験票， 筆記用具， 時計（ 時計機能だけのも の） 以外のも のは置かないこ と。 持ち 込

み可の辞書は除く 。

６ ．  試験室によ っ ては時計のないと こ ろ がある 。 各自で用意する こ と 。 ただし ， 携帯電話などは時計と し て使

用する こ と はでき ない。

７ ． 試験室内においては， 携帯電話等の電源およ びアラ ームは必ず切っ ておく こ と 。

８ ． 試験室内において， 監督者の指示に従わない場合は， 不正行為と みなし 退出を 命じ る こ と がある 。

９ ． 昼食が必要な場合は各自で用意する こ と 。

選考方法

選考については， 筆記試験， 口述試験， 研究計画書等を 総合し て判定する 。

合格発表

＜秋期＞2023年 9 月25日（ 月）

＜春期／人文科学研究科・ 教育学研究科＞2024年 3 月 4 日（ 月）

＜春期／医療薬学研究科＞2024年 3 月18日（ 月）

合否にかかわら ず本人宛に郵送する 。 発表日に発送する ため， 受け取り には１ ～２ 日（ 郵便事情によ っ ては３

～４ 日） を 要する 。

入学手続

合格者は， 入学手続期間内に入学時における 納付金を 銀行に振り 込み（ または本学会計課にて支払い）， 入学手

続書類を 提出する こ と 。 期限内に手続を し ない場合は， 本学に入学の意志がないも のと 判断し ， 入学許可を 取

り 消す。

入試区分 研究科 入学手続区分 入学手続締切 備考

秋期入試
人文科学研究科・ 教育学研究科・
医療薬学研究科

一次手続 2023年10月13日（ 金） 入学金の納入のみ

二次手続 2024年 1 月10日（ 水）〈 消印有効〉
学費等納付金，
手続書類の送付

春期入試
人文科学研究科・ 教育学研究科

一括手続
2024年 3 月11日（ 月）〈 消印有効〉 入学金・ 学費等納

付金， 手続書類の
送付医療薬学研究科 2024年 3 月25日（ 月）〈 消印必着有効〉

※提出書類については， 合格通知書と と も に送付し た書類を 読み， 遺漏無く 提出する こ と 。
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▼人文科学研究科・ 教育学研究科

2 0 2 4 年度学費一覧

納期 入学金 授業料 教育充実費

委託徴収金

金額合計後援会
入会金

後援会費 学会費

入学手続時 135,000円 215,000円 50,000円 2,000円 15,000円 1,000円 418,000円

10月 − 215,000円 50,000円 − 15,000円 − 280,000円

合計 135,000円 430,000円 100,000円 2,000円 30,000円 1,000円 698,000円

▼医療薬学研究科

納期 入学金 授業料 教育充実費

委託徴収金

金額合計後援会
入会金

後援会費

入学手続時 135,000円 215,000円 50,000円 2,000円 15,000円 417,000円

10月 − 215,000円 50,000円 − 15,000円 280,000円

合計 135,000円 430,000円 100,000円 2,000円 30,000円 697,000円

※入学後に学会費（ 1,000円） を 徴収する 。

※本学出身者及び連携協定を 締結し た医療施設等から の入学者は入学金を 免除する 。

　 大学院医療薬学研究科の連携協定先一覧（ 2022年7月時点）

　 　 ・ 一般財団法人　 津山慈風会　 津山中央病院

　 　 ・ 国立大学法人　 岡山大学病院

　 　 ・ 独立行政法人　 国立病院機構　 岩国医療セン タ ー

　 　 ・ 独立行政法人　 国立病院機構　 岡山医療セン タ ー

　 　 ・ 独立行政法人　 医薬品医療機器総合機構

　 　 ・ 日本赤十字社　 岡山赤十字病院

　 　 ・ 一般財団法人　 倉敷成人病セン タ ー

【 共通事項】

本学出身者は， 後援会入会金を 免除する 。

・ 後援会費は， 教育研究環境整備の共通的経費の他， 大学院生研究活動等の助成と し て使用する

・ 外国人留学生は， 学費等について減免制度がある

・ 社会人特待生は， 入学金+ 授業料の一部について減免になる （ 減免額は下表参照）

特待生制度※1 対象者
（ 2024年４ 月１ 日時点の満年齢）

入学金減免額 授業料減免額

ラ イ フ ステージ１ 満60歳以上 135,000円 430,000円／年

ラ イ フ ステージ２ 満40歳以上59歳以下 135,000円 215,000円／年

同窓特待生 就実学園同窓会会員で満40歳以上 135,000円 430,000円／年

就実大学出身者 就実大学を卒業し た者 135,000円 −

※１ 　 教育学研究科はラ イ フ ステージ２ ， 同窓特待生， 就実大学出身者のみ 

※１ 　 医療薬学研究科はラ イ フ ステージ２ のみ
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長期履修制度について

　 特別な事情（ 職業を 有し て いる 等の事情） によ り ， 標準修業年限（ 人文科学研究科・ 教育学研究科は２ 年，

医療薬学研究科は４ 年） で修了する こ と が困難である 場合， 長期履修を 願い出る こ と ができ る 。

１ ．  履修計画期間を ， 研究計画によ り 人文科学研究科・ 教育学研究科は４ 年以内（ ３ 年又は４ 年）， 医療薬学研

究科は８ 年以内（ ５ ～８ 年間） の一定の年数で決める こ と ができ る 。

２ ．  授業料・ 教育充実費は， 人文科学研究科・ 教育学研究科は２ 年間， 医療薬学研究科は４ 年間の総額を， 認

めら れた年数で除し た額を 年額と する 。

　 希望者は， 当該年度の授業開始10日目までに本学教務課で申請を 行う こ と 。

個人情報の取り 扱いについて

　 本学は「 個人情報保護に関する 法律」 及び関係法令を 遵守し ， 個人情報の保護に努める 。

　 資料請求や出願によ り 収集し た個人情報は， 本学から の情報提供， 入学試験の実施， 合格発表， 入学手続，

入学前教育， 入学案内， 統計資料の調査・ 作成及び本学での学生生活関連業務に必要と さ れる 範囲で収集し 利

用する 。 なお， 前述の業務等について ， その一部を 業者に委託する こ と がある が， 個人情報の安全管理のため

の必要な措置を 義務づける など 適切な指導と 管理を 行っ ている 。 委託業者は本学と 個人情報に関する 覚書等を

締結し ており ， 委託業務を 越えた業務を 行う こ と はない。

入学辞退・ 納付金返還

　 入学手続き 終了後， 入学を 辞退する 場合は「 入学辞退届」 を 2024年 3 月31日（ 日）〈 消印有効〉 までに提出す

る こ と 。 その場合に限り 入学金以外の学納金（ 委託徴収金を 含む）を 返還する 。 また，それ以降の辞退については，

一切返還し ない。 なお， 返金にかかる 振込手数料は受験者負担と する 。

⑴　 入学辞退届

　 　  　 本学ホームページよ り「 入学辞退届」の様式を ダウン ロ ード し 必要事項を 記入のう え，封筒表面に「 辞退届」

と 朱書き し て「 簡易書留」 で入試課宛に郵送する こ と 。

　 　 記入内容　 ①入学予定学科名　 　 　 　 　 　 ②受験番号

　 　 　 　 　 　 　 ③受験者氏名（ 捺印） 　 　 　 　 ④保護者等氏名（ 捺印）， 住所， 連絡先電話番号（ 大学院は不要）

　 　 　 　 　 　 　 ⑤入学辞退理由（ 具体的に） 　 ⑥届出年月日

　 　 　 　 　 　 　 ⑦返還金振込先

　 　 　 　 　 　 　 ・  返還金振込希望銀行名， 本支店名， 預金種別（ 普通か当座）， 口座番号， 口座名義（ フ リ ガナ

が必要）（ 振込口座名は受験者本人と する 。） 以上記入のう え，裏面に当該通帳の見返し 面（ 口

座名義等が記載さ れている ページ） を 複写し たも のを 貼付する 。

⑵　 返還期日

　 　  　 納付金の返還は以下の期日に指定さ れた金融機関へ振り 込む予定。 また， 既に提出済みの入学手続書類

については， 返還の申し 出がない限り 納付金の返還後に本学が責任を 持っ て処分する 。

　 　 ※入学辞退届提出後の入学辞退の取り 消し は一切でき ない。 また， 提出さ れた入学辞退届は返却し ない。

　 　 本学が 3 月12日までに辞退届を 受理し た場合　 　 　 　 　 　 　 　 　 返還日　 3 月29日

　 　 本学が 3 月13日から 上記提出期限までに辞退届を 受理し た場合　 返還日　 4 月30日
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１ ． 正面上半身，無帽，背景

　 　 なし ，枠なし ，カラー。

２ ． 最近６ カ月以内のも の。

３ ． 写真裏面に氏名を 記入

　 　 する。

４ ． タテ４ cm×ヨ コ３ cm

受　 験　 番　 号

入学試験志願票

就実大学大学院　 人文科学研究科
人文科学専攻  入学試験（ 秋期・ 春期） ※どち ら かを ○で囲むこ と

写　 　 真フ リ ガナ

現 住 所

連 絡 先

メールアド レス ＠

〒

〒

志願者名

生年月日

2024年度

年　 　 　 月　 　 　 日生　

電話（ 　 　 　 ） 　 　 　 －

電話（ 　 　 　 ） 　 　 　 －

男 ・ 女

＊該当するも のを○で囲む。

＊該当するも のを○で囲む。

受 験 区 分

研 究 領 域 名

以下の１ ～７ の中から ， 研究計画書に記し た研究に最も 関係の深い科目一つを 選択し ， ○で囲むこ と 。

　 １ ． 日本語学及び日本文学に関する も の

　 ２ ． 英語学及び英米文学に関する も の

　 ３ ． 日本史領域Ａ（ 活字版古文書・ 古記録解読）

　 ４ ． 日本史領域Ｂ（ 写真版前近代文書解読）

　 ５ ． 東洋史領域Ａ（ 漢文・ 現代中国語史料解読）

　 ６ ． 東洋史領域Ｂ（ 英語史料解読）

　 ７ ． 西洋史領域　（ 英文文献解釈・ 専門用語解説）

一般・ 社会人・ 社会人（ 教員）特別・ 社会人特待生・ 外国人留学生特別・ 学内推薦

学

　
　

 

歴

職

　

 

歴

（ 自）

（ 至）

年 月 日

年 月 日

（ 自）

（ 至）

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日 大学 学部 学科 入学

卒業
卒業見込

年 月 日 大学 学部 学科

年 月 日 高等学校 科　 卒業

※「 学歴」 「 職歴」 の欄が足り ない場合は， 詳細な履歴書（ 書式は自由） を別紙にて添付するこ と（ 学歴， 職歴と も ，
空白期間がないよう にするこ と ） 。





キ

　
　リ

　
　ト

　
　リ

　
　線

１ ． 正面上半身，無帽，背景

　 　 なし ，枠なし ，カラー。

２ ． 最近６ カ月以内のも の。

３ ． 写真裏面に氏名を 記入

　 　 する。

４ ． タテ４ cm×ヨ コ３ cm

受　 験　 番　 号

入学試験志願票

就実大学大学院　 教育学研究科
教育学専攻　 入学試験（ 秋期・ 春期）

写　 　 真

2024年度

＊該当するも のを○で囲む。

＊該当するも のを○で囲む。

受 験 区 分

受験専門科目（ 研究領域）

以下の１ ～７ の中から ， 志望するコ ースの専門科目（ 研究計画書と 対応） を 一つ選択し ， 出願時に届け出

るこ と 。

　 １ 【 幼児教育学コ ース・ 初等教育学コ ース共通】 教育学（ 教育基礎学）

　 ２ 【 幼児教育学コ ース・ 初等教育学コ ース共通】 教育心理学

　 ３ 【 幼児教育学コ ース】 保育内容　 　 領域名（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ４ 【 初等教育学コ ース】 教科教育法　 教科名（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ５ 【 養護教育学コ ース】 養護教育学

　 ６ 【 特別支援教育学コ ース】 特別支援教育学

　 ７ 【 教育臨床心理学コ ース】 心理学・ 臨床心理学

一般 ・ 社会人特別 ・ 社会人特待生 ・ 外国人留学生特別 ・ 学内推薦

志望コ ー ス 幼児教育学・ 初等教育学・ 養護教育学・ 特別支援教育学・ 教育臨床心理学

学

　
　

 

歴

職

　
　

 

歴

（ 自）

（ 至）

年 月 日

年 月 日

（ 自）

（ 至）

年 月 日

年 月 日

（ 自）

（ 至）

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日 大学 学部 学科 入学

卒業
卒業見込

年 月 日 大学 学部 学科

年 月 日 高等学校 科　 卒業

※どち ら かを ○で囲むこ と

フ リ ガナ

現 住 所

連 絡 先

メールアド レス ＠

〒

〒

志願者名

生年月日 年　 　 　 月　 　 　 日生　

電話（ 　 　 　 ） 　 　 　 －

電話（ 　 　 　 ） 　 　 　 －

男 ・ 女

※「 学歴」 「 職歴」 の欄が足り ない場合は， 詳細な履歴書（ 書式は自由） を別紙にて添付するこ と（ 学歴， 職歴と も ，
空白期間がないよう にするこ と ） 。





フ リ ガナ

男 ・ 女志願者名

生年月日 年　 　 　 月　 　 　 日生　

現 住 所

〒

電話（ 　 　 　 ） 　 　 　 －

電話（ 　 　 　 ） 　 　 　 －
連 絡 先

〒

年 月 日 大学 学部 学科 入学

年 月 日 大学 学部 学科

年 月 日 大学 大学院 研究科 専攻

年 月 日 大学 大学院 研究科 専攻

（ 自） 年 月 日

（ 至） 年 月 日

（ 自） 年 月 日

（ 至） 年 月 日

（ 自） 年 月 日

（ 至） 年 月 日

卒業

卒業見込

修了

修了見込

入学

2024 年度

就実大学大学院　 医療薬学研究科
疾病治療薬学専攻　 入学試験（ 秋期・ 春期）

入学試験志願票

メールアド レス ＠

学

　
　
　歴

職

　
　歴

＊該当するも のを ○で囲む。

志 望 す る 研 究 分 野 （ 専 門 領 域 ） 等

「 最適薬物療法学分野」 「 病態解析診断薬学分野」

写　 　 真

１ ． 正面上半身，無帽，背景

　 　 なし ，枠なし ，カ ラ ー。

２ ． 最近６ カ月以内のもの。

３ ． 写真裏面に氏名を 記入

　 　 する 。

４ ． タテ４ cm×ヨ コ３ cm

※どち ら かを ○で囲むこ と

①　 臨床医薬品評価学

②　 薬物療法解析学

③　 薬剤疫学

④　 臨床感染制御学

⑤　 分子標的治療薬学

⑥　 病態画像解析学

⑦　 薬物作用解析学

⑧　 臨床薬物動態学

⑨　 疾病診断分析薬学

⑩　 病因究明創薬学

⑪　 生体薬物情報解析学

⑫　 遺伝子診断薬学

⑬　 環境予防薬学

⑭　 遺伝子創薬学

⑮　 疾病機構解析学

※「 学歴」 「 職歴」 の欄が足り ない場合は， 詳細な履歴書（ 書式は自由） を別紙にて添付するこ と（ 学歴， 職歴と も ， 空白期間
がないよう にすること ） 。

受　 験　 番　 号

キ

　
　リ

　
　ト

　
　リ

　
　線





キ

　
　リ

　
　ト

　
　リ

　
　線

2024年度

受 験 票

就実大学大学院

入学試験

（ 秋期・ 春期）

（ 当日持参のこ と ）

2024年度

受 験 番 号

フ リ ガ ナ志
願
者
名

入学検定料

収納印

￥ 3 0 , 0 0 0

￥ 3 0 , 0 0 0

就実大学大学院　 入学試験

入学検定料　 受領書（ 志願者保存）

￥ 3 0 , 0 0 0

2024年度

志願専攻

フ リ ガナ

志願者名

上記のと おり 領収し まし た
入学検定料

収納印

試験区分（ ○を つける ）

Ａ ： 一般選抜

Ｂ ： 社会人特別選抜

Ｃ ： 社会人（ 教員）特待生選抜

※社会人特待生は免除

□社会人特待生
　 （ 該当者は○をつける）

ラ イ フ ステージ１ ， ラ イ フ ステージ２ ，

同窓特待生， 就実大学出身者

※受験番号・ 本学収納印のないも のは無効

Ｄ ： 社会人特待生選抜

Ｅ ： 外国人留学生特別選抜

Ｆ ： 学内推薦

就実大学大学院　 入学試験

入学検定料　 納付書（ 大学保存）

入学検定料

収納印志願専攻

フ リ ガナ

志願者名

※どちらかを○で囲むこと

切 り 離 さ な い こ と

切 り 離 さ な い こ と





キ
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2024年度

外国人留学生保証書

就実大学大学院　 人文科学研究科　 人文科学専攻／教育学研究科　 教育学専攻

外国人留学生特別選抜入学試験（ 秋期・ 春期）

就実大学学長　 様

氏　 　 名

生年月日

国　 　 籍

現 住 所

年 月 日生

受験番号

年　 　 　  月　 　 　  日

※どちら かを○で囲むこ と

　 上記留学生の， 貴学在学中の次に定める事項について保証し ます。 また， こ の保証書に記載さ

れている事項に変更が生じ た場合は， 速やかにお届けいたし ます。

　 一　 授業料及び教育充実費（ 以下「 学費」 と いう 。） の未納分

　 二　 在籍料の未納分

　 三　 学内施設・ 備品などに損害を与えた場合の修復費用

　 四　 学生の故意又は過失行為によっ て第三者に損害を与え、 その賠償責任を大学が負う こ と に

　 　 　 なっ た場合の損害賠償額

　 前項の保証極度額は， 大学院学則第39条第２ 項に規定する学費合計と する。

＜保証人＞

氏　 　 　 名 生年月日 年　 　 　 月　 　 　 日生

現　 住　 所

勤　 務　 先

所　 在　 地

留学生と の関係

電話：

電話：





キ

　
　リ

　
　ト

　
　リ

　
　線

2024年度

外国人留学生履歴書

就実大学大学院　 人文科学研究科　 人文科学専攻／教育学研究科　 教育学専攻

外国人留学生特別選抜入学試験（ 秋期・ 春期）

受験番号

学　 　 歴（ 小学校から 最終学校まで年代順に詳し く 記入するこ と ）

学　 　 校　 　 名

所　 　 在　 　 地
修　 業　 年　 限

年　 　 　 カ 月

年　 　 　 カ 月

年　 　 　 カ 月

年　 　 　 カ 月

年　 　 　 カ 月

年　 　 　 カ 月

年　 　 　 カ 月

年　 　 　 カ 月

入 学 年 月 日 卒業（ 修業）年月日

職　 　 歴

勤　 務　 先　 名 所　 　 在　 　 地 勤　 務　 期　 間

※どちらかを○で囲むこと
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2024年度

大学院学内推薦入学試験の出願資格を満たし ている志願者と し て， 下記の学生を推薦いたし ます。

資（ 史）料読解力につ
いての所見
〈 国語（ 古文漢文含
　 む）・ 英語等〉

受験番号

年　 　 　  月　 　 　  日

就実大学学長　 様

就実大学大学院  人文科学研究科  人文科学専攻

研究指導教員 ㊞

記

就実大学大学院　 人文科学研究科
人文科学専攻  入学試験（ 秋期・ 春期）

推　 薦　 書

大学所属学科

推薦する 理由

志願者名

※どちら かを○で囲むこ と





キ

　
　リ

　
　ト

　
　リ

　
　線

2024年度

大学院学内推薦入学試験の出願資格を満たし ている志願者と し て， 下記の学生を推薦いたし ます。

英語資料読解力に

ついての所見

受験番号

年　 　 　  月　 　 　  日

就実大学学長　 様

就実大学大学院　 教育学研究科　 教育学専攻

研究指導教員 ㊞

記

就実大学大学院　 教育学研究科
教育学専攻　 入学試験（ 秋期・ 春期）

推　 薦　 書

大学所属学科

推薦する 理由

志願者名

※どちら かを○で囲むこ と





【 就実大学大学院　 医療薬学研究科　 疾病治療薬学専攻】

　 出願手続上の留意事項（ ３ 頁）を確認の上，研究業績，実務経験及び入学後の研究抱負などを記入するこ と（ 2,000字程度）。

受験番号

フ リ ガナ

氏 名 志望専門領域 担当分野教員

《 裏面へ続く 》

両 面 印 刷

○ 別紙を添付するこ と は認めない

2024年度

志
願
者
名

研究実績・ 実務経験・ 入学後の研究抱負書
（ 博士課程）

キ

　
　リ

　
　ト

　
　リ

　
　線



《 引き 続き 記入》

2024年度

両 面 印 刷

○ 別紙を添付するこ と は認めない

キ

　
　リ

　
　ト

　
　リ

　
　線



就実大学大学院医療薬学研究科

受 験 承 諾 書

フ リ ガナ

生年月日（ 西暦） 　 　   年　 　   月　 　   日生

年 月 日

勤 務 先 

所属長又は代表者 印

職名及び氏名

出願時に， 在職中の者は所属長（ 病院長など） の受験許可を得てく ださ い。

ただし ， 出願時に職業を有し ていない場合は， 提出不要です。

2024年度

志
願
者
名

　 上記の者が， 就実大学大学院医療薬学研究科疾病治療薬学専攻の入学試験を 受験する こ と を

承諾し ます。

受　 験　 番　 号

キ

　
　リ

　
　ト

　
　リ

　
　線







入学試験に ついて のお 問い合わせ・ 書類の送付先

就 実 大 学 　 入 試 課

〒703-8516　 岡山市中区西川原一丁目６ 番１ 号

h ttp s://w w w .sh u j i tsu .ac. jp /  　 E-m a i l :n yu sh i@ sh u j i tsu .ac. j p

☎（ 086）271- 8118（ 直） FAX（ 086）271- 8260（ 直）

交　 　 通　 　 の　 　 便

■ Ｊ Ｒ 山陽本線・ 赤穂線　 西川原・ 就実駅

　（ 岡山駅から １ 駅目） 下車徒歩１ 分

JR吉備線

JR山陽新幹線

JR山陽新幹線

JR山陽本線・ 赤穂線

岡山中央警察署■

■プラザホテル

鶴見橋

岡山城■

後楽園

高島駅西川原・ 就実駅
至新大阪

至和気・ 相生
至備前・ 赤穂

至東岡山

至総社

至広島

JR山陽本線
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